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発表演題名 感染症発生動向調査（2009 年 福井県） 

 

発表学会名 平成 21年度地方衛生研究所東海・北陸支部微生物部会 
発表者名 東方 美保 

発表日時 平成２２年３月４日 

発表内容  2009 年 1～12 月での感染症発生動向調査の受付患者数は 273 名（306
検体）であり、そのうち 166名（172検体）でウイルス検査陽性となった。
（新型インフルエンザ検査は別集計とする。） 
 2008/2009 シーズンインフルエンザ様疾患（98 名）では、47 検体でビ
クトリア系 B 型インフルエンザウイルス、30 検体でソ連型インフルエン
ザウイルス、15検体で香港型インフルエンザウイルスが分離された。 
 下気道炎（29名）では、10検体で RSウイルス、3検体でメタニューモ
ウイルス、2 検体でライノウイルス、1 検体でアデノウイルス 1 型とメタ
ニューモウイルス（重複）が検出された。ライノウイルスは他にも不明熱

5検体、無菌性髄膜炎・痙攣重積 2検体、ウイルス感染症 1検体において
遺伝子の確認をした。 
 流行性角結膜炎（7名）では、3検体でアデノウイルス 3型、3検体でア
デノウイルス 37型が検出された。 
 感染性胃腸炎（40 名）では、17 検体でノロウイルス（GⅡ）、1 検体で
A群ロタウイルス、アデノウイルス 40/41型、A群コクサッキーウイルス
9型、B群コクサッキーウイルス 4型が検出された。 
 エンテロウイルスについては、1～6 月に A 群コクサッキーウイルス 9
型が発疹症 6検体、無菌性髄膜炎 4検体、不明熱 4検体において検出され
た。7月にはエコーウイルス 9型が不明熱と発疹症各 1検体において検出
された。8～10月には B群コクサッキーウイルス 4型が無菌性髄膜炎 3検
体、上気道炎 2検体、ヘルパンギーナと不明熱各 1検体において検出され
た。B群コクサッキーウイルス 1型も不明熱 1検体において検出された。 

 

 


